
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）
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東
日
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大
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災
復
興
交
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金
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金
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の
一
部
を
改
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す
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る
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す
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す
る
た
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等
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す
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非
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促
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軽
費

老
人
ホ
ー
ム
の
設
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営
に
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る
基
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を
定
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る
条
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部
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す
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め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
指
定
介
護
療
養
型
医

療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
等
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
、
福
島
県

医
療
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
歯
科
技
工
士
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関

す
る
条
例
、
福
島
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
婦
人
保
護
施

設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア

カ
デ
ミ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
職
業
訓
練
の
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
福
島
県
農
産
物
検
査
機
関
登
録
申
請
等
手
数
料
条
例
、
福
島
県
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関

す
る
法
律
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
港
湾
施
設
特

別
利
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
福
島
県
工
業
用
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
条
例
第
百
六
号

福
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
島
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
二
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
徴
収
猶
予
に
係
る
徴
収
金
の
分
割
納
付
又
は
分
割
納
入
の
方
法
等
）

第
十
三
条

知
事
は
、
法
第
十
五
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
五
条
に
お
い
て
「
徴
収
猶
予
」
と
い

う
。
）
又
は
法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
猶
予
を
し
た
期
間
の
延
長
（
次
項
及
び
第
三

項
に
お
い
て
「
徴
収
猶
予
の
期
間
の
延
長
」
と
い
う
。
）
に
係
る
徴
収
金
を
分
割
し
て
納
付
し
、
又

は
納
入
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
分
割
納
付
又
は
当
該
分
割
納
入
の
各
納
付
期
限
又
は
各
納

入
期
限
及
び
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
ご
と
の
納
付
金
額
又
は
納
入
金
額
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

２

知
事
は
、
徴
収
猶
予
又
は
徴
収
猶
予
の
期
間
の
延
長
を
受
け
た
者
が
次
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ

れ
た
納
付
期
限
又
は
納
入
期
限
ま
で
に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
き
や

む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
分
割
納
付
又
は
分
割
納

入
の
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
ご
と
の
納
付
金
額
又
は
納
入
金
額
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
納
付
又
は
分
割
納
入
の
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
及

び
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
ご
と
の
納
付
金
額
又
は
納
入
金
額
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
、

当
該
分
割
納
付
又
は
分
割
納
入
の
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
及
び
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期

限
ご
と
の
納
付
金
額
又
は
納
入
金
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
当
該
徴
収
猶
予
又
は
当
該
徴
収
猶
予
の

期
間
の
延
長
を
受
け
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
納
付
又
は
分
割
納
入
の
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
ご

と
の
納
付
金
額
又
は
納
入
金
額
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
、
そ
の
変
更
後
の
各
納
付
期
限
又
は

各
納
入
期
限
及
び
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
ご
と
の
納
付
金
額
又
は
納
入
金
額
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
当
該
変
更
を
受
け
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
徴
収
猶
予
の
申
請
手
続
等
）

第
十
三
条
の
二

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

と
す
る
。

一

法
第
十
五
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
こ
と
及
び
そ
の
該
当
す
る
事

実
に
基
づ
き
徴
収
金
を
一
時
に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
の
詳
細

二

納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
徴
収
金
の
年
度
、
種
類
、
納
期
限
及
び
金
額

三

前
号
の
金
額
の
う
ち
当
該
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額

四

当
該
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間

五

分
割
納
付
又
は
分
割
納
入
の
方
法
に
よ
り
納
付
又
は
納
入
を
行
う
か
ど
う
か
（
分
割
納
付
又
は

分
割
納
入
の
方
法
に
よ
り
納
付
又
は
納
入
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
分
割
納
付
又
は
分
割
納
入

の
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
及
び
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
ご
と
の
納
付
金
額
又
は
納

入
金
額
を
含
む
。
）

六

猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額
が
百
万
円
を
超
え
、
か
つ
、
猶
予
期
間
が
三
月
を
超
え
る
場
合

に
は
、
提
供
し
よ
う
と
す
る
法
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
担
保
の
種
類
、
数
量
、
価
額
及

び
所
在
（
そ
の
担
保
が
保
証
人
の
保
証
で
あ
る
と
き
は
、
保
証
人
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
）

そ
の
他
担
保
に
関
し
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
（
担
保
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
情
）

２

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

法
第
十
五
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

二

財
産
目
録
そ
の
他
の
資
産
及
び
負
債
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三

猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
前
一
年
間
の
収
入
及
び
支
出
の
実
績
並
び
に
同
日
以
後
の
収
入
及

び
支
出
の
見
込
み
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

四

猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額
が
百
万
円
を
超
え
、
か
つ
、
猶
予
期
間
が
三
月
を
超
え
る
場
合

に
は
、
施
行
令
第
六
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
書
類
そ
の
他
担
保
の
提
供
に
関
し
必
要

と
な
る
書
類

３

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

徴
収
金
を
一
時
に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
の
詳
細

二

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

４

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
書
類
は
、
第
二
項
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

５

法
第
十
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

猶
予
期
間
の
延
長
を
受
け
よ
う
と
す
る
徴
収
金
の
年
度
、
種
類
、
納
期
限
及
び
金
額

二

猶
予
期
間
内
に
そ
の
猶
予
を
受
け
た
金
額
を
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
む
───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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を
得
な
い
理
由

三

猶
予
期
間
の
延
長
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間

四

第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項

６

法
第
十
五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
書
類
は
、
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類

と
す
る
。

７

法
第
十
五
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、
二
十
日
と
す
る
。

（
職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
に
係
る
徴
収
金
の
分
割
納
付
又
は
分
割
納
入
の
方
法
等
）

第
十
四
条

知
事
は
、
法
第
十
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
三

項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
換
価
の
猶
予
（
以
下
こ

の
条
及
び
第
十
五
条
に
お
い
て
「
職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
」
と
い
う
。
）
又
は
法
第
十
五
条
の
五

第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
職
権
に
よ
る
換
価
の

猶
予
を
し
た
期
間
の
延
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
期
間
の
延
長
」
と

い
う
。
）
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
に
係
る
金
額
（
そ
の
納
付
又
は
納
入

を
困
難
と
す
る
金
額
と
し
て
施
行
令
第
六
条
の
九
の
三
第
一
項
で
定
め
る
額
を
限
度
と
す
る
。
）
を

そ
の
職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
又
は
職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
期
間
の
延
長
を
す
る
期
間
内
の
各
月

（
知
事
が
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
の
知
事
が
指
定
す
る
月
）

に
分
割
し
て
納
付
し
、
又
は
納
入
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

第
十
三
条
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条

第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
又
は
職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
期

間
の
延
長
に
係
る
徴
収
金
を
分
割
し
て
納
付
し
、
又
は
納
入
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

法
第
十
五
条
の
五
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
書
類
は
、
前
条
第
二
項

第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

（
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
に
係
る
徴
収
金
の
分
割
納
付
又
は
分
割
納
入
の
方
法
等
）

第
十
四
条
の
二

法
第
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、
六
月
と
す
る
。

２

知
事
は
、
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
三
項
又
は

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
換
価
の
猶
予
（
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
「
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
」
と
い
う
。
）
又
は
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
を
し
た
期
間
の
延
長

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
期
間
の
延
長
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
に
係
る
金
額
（
そ
の
納
付
又
は
納
入
を
困
難
と
す
る
金
額
と
し

て
施
行
令
第
六
条
の
九
の
三
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
で
定
め
る
額
を

限
度
と
す
る
。
）
を
そ
の
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
又
は
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
期
間
の
延
長
を

す
る
期
間
内
の
各
月
（
知
事
が
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
の
知

事
が
指
定
す
る
月
）
に
分
割
し
て
納
付
し
、
又
は
納
入
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３

第
十
三
条
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条

第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
又
は
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
期

間
の
延
長
に
係
る
徴
収
金
を
分
割
し
て
納
付
し
、
又
は
納
入
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

法
第
十
五
条
の
六
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

徴
収
金
を
一
時
に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
の
継
続
又
は
生
活
の
維
持
が
困

難
と
な
る
事
情
の
詳
細

二

第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項

三

納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
金
額
の
う
ち
そ
の
納
付
又
は
納
入
を
困
難
と
す
る
金
額

四

猶
予
に
係
る
金
額
を
分
割
し
て
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
場
合
の
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期

限
及
び
各
納
付
期
限
又
は
各
納
入
期
限
ご
と
の
納
付
金
額
又
は
納
入
金
額

５

法
第
十
五
条
の
六
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
書
類
は
、
第
十
三
条
の

二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

６

法
第
十
五
条
の
六
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項

二

第
十
三
条
の
二
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三

第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

７

法
第
十
五
条
の
六
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
期
間
は
、
二
十
日
と
す
る
。

（
担
保
を
徴
す
る
必
要
が
な
い
場
合
）

第
十
五
条

法
第
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
場
合
は
、
徴
収
猶
予
、
職
権

に
よ
る
換
価
の
猶
予
若
し
く
は
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
に
係
る
金
額
が
百
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
、

こ
れ
ら
の
猶
予
期
間
が
三
月
以
内
で
あ
る
場
合
又
は
担
保
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別
の
事
情

が
あ
る
場
合
と
す
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
、
第
三
十
九
条
の
六
第
一
項
第
一

号
並
び
に
第
三
十
九
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
及
び
保
険
業
」
を
「
、
保
険
業
及
び
貿
易
保
険

業
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
第
五
号
ア
及
び
第
六
十
九
条
第
一
項
第
五
号
ア
中
「
身
体
障
害
者
」
を
「
身
体

障
害
者
等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
の
二
の
六
第
一
項
第
三
号
中
「
第
二
条
第
十
四
項
」
を
「
第
二
条
第
十
六
項
」
に
改
め

る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
五
十
七
条
第
一
項
第
五
号
ア
及
び
第
六
十
九
条
第
一
項
第
五
号
ア
の
改
正
規
定

公
布
の
日

二

第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
、
第
三
十
九
条
の
六
第
一
項

第
一
号
並
び
に
第
三
十
九
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

三

附
則
第
十
条
の
二
の
六
第
一
項
第
三
号
の
改
正
規
定

大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
の
施
行
の
日

（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
福
島
県
税
条
例
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
、

第
三
十
九
条
の
六
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
三
十
九
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成

二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日

前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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（
税

務

課
）

福
島
県
条
例
第
百
七
号

福
島
県
森
林
環
境
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
森
林
環
境
税
条
例
（
平
成
十
七
年
福
島
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
平
成
二
十
七
年
度
」
を
「
平
成
三
十
二
年
度
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
税

務

課
）

福
島
県
条
例
第
百
八
号

福
島
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
（
平
成
十
七
年
福
島
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
二
号
及
び
第
四
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

知
事
は
、
平
成
三
十
二
年
度
末
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
条
例
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

13
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
税

務

課
）

福
島
県
条
例
第
百
九
号

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
二
第
八
項
及
び
第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
退

職
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
再
就
職
者
に
よ
る
依
頼
等
の
規
制
）

第
二
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
再
就
職

者
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
就
職
者
を
い
う
。
）
の
う
ち
、
同
条
第
八
項
の
国
家
行
政
組
織
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
長
又
は
課
長
の
職
に
相

当
す
る
職
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
離
職
し
た
日
の
五
年
前
の
日
よ
り
前
に
就
い

て
い
た
者
は
、
当
該
職
に
就
い
て
い
た
時
に
在
職
し
て
い
た
執
行
機
関
の
組
織
等
（
法
第
三
十
八
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
の
組
織
等
を
い
う
。
）
の
役
職
員
（
同
項
に

規
定
す
る
役
職
員
を
い
う
。
）
又
は
同
条
第
八
項
の
役
職
員
に
類
す
る
者
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
も
の
に
対
し
、
契
約
等
事
務
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
契
約
等
事
務
を
い
う
。
）
で
あ
っ

て
離
職
し
た
日
の
五
年
前
の
日
よ
り
前
の
職
務
（
当
該
職
に
就
い
て
い
た
と
き
の
職
務
に
限
る
。
）

に
属
す
る
も
の
に
関
し
、
離
職
後
二
年
間
、
職
務
上
の
行
為
を
す
る
よ
う
に
、
又
は
し
な
い
よ
う
に

要
求
し
、
又
は
依
頼
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
任
命
権
者
へ
の
届
出
）

第
三
条

管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
の
職
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
就
い

て
い
る
職
員
で
あ
っ
た
者
（
退
職
手
当
通
算
予
定
職
員
（
法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る

退
職
手
当
通
算
予
定
職
員
を
い
う
。
）
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
引
き
続
い
て
退
職
手
当
通
算
法
人
（
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
通
算
法
人
を
い
う
。
）
の
地
位
に
就
い
て
い
る
者
及
び
公
益
的
法

人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十

条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
を
除
く
。
）
は
、
離
職
後
二
年
間
、
営
利
企
業
以
外
の
法
人
そ

の
他
の
団
体
の
地
位
に
就
い
た
場
合
（
報
酬
を
得
る
場
合
に
限
る
。
）
又
は
営
利
企
業
の
地
位
に
就

い
た
場
合
は
、
日
々
雇
い
入
れ
ら
れ
る
者
と
な
っ
た
場
合
そ
の
他
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合

を
除
き
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や
か
に
、
離
職
し
た
職
又
は
こ
れ
に
相

当
す
る
職
の
任
命
権
者
に
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
人

事

課
）

福
島
県
条
例
第
百
十
号

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
三
第
二
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四
条

（
第
四
十
八
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
五
条
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
八
条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
る
。

（
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
四
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
四
条
第
一

項
又
は
第
四
十
五
条
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
八
条
第

一
項
本
文
」
に
改
め
る
。

（
福
島
県
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条

福
島
県
行
政
手
続
条
例
（
平
成
七
年
福
島
県
条
例
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
第
十
号
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
再
調
査
の
請
求
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
二
項
第
四
号
中
「
こ
と
の
あ
る
」
を
削
る
。

（
福
島
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条

福
島
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
福
島
県
条
例
第
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十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
号
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
）

第
五
条

福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
六
年
福
島
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
の
八
の
見
出
し
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
政
不

服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
審
理
員
の
指
名
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）

第
二
十
一
条
の
九

開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
若
し
く
は
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請
求
、
訂

正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審

査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
二
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記

以
外
の
部
分
中
「
又
は
利
用
停
止
決
定
等
」
を
「
若
し
く
は
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請
求
、
訂

正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
」
に
、
「
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
不
服

申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
「
決
定
又
は
」
を

削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま

で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を

開
示
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
（
当
該
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
と
き
を
除
く
。
）
。

三

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
訂
正
請
求
の
全
部
を
認
容

し
て
訂
正
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
。

四

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
利
用
停
止
請
求
の
全
部
を

認
容
し
て
利
用
停
止
す
る
こ
と
と
す
る
と
き
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改

め
、
「
決
定
又
は
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用

す
る
同
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
弁
明
書
の
写
し
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
の
二
第
一
号
中
「
不
服
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、
「
参
加
人
」
の
下

に
「
（
行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
四

章
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
不
服
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、

同
条
第
三
号
中
「
不
服
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
」
を
「
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開

示
」
に
、
「
不
服
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
三
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以

外
の
部
分
中
「
決
定
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、

「
決
定
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
「
に
係
る

開
示
決
定
等
」
の
下
に
「
（
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除

く
。
）
」
を
加
え
、
「
当
該
開
示
決
定
等
」
を
「
当
該
審
査
請
求
」
に
改
め
、
「
決
定
又
は
」
を
削

る
。第

三
十
二
条
第
四
項
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、
「
、
不
服
申
立
人
」
を
「
、
審

査
請
求
人
」
に
、
「
不
服
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
不
服
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
不

服
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
不
服
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
不

服
申
立
人
等
か
ら
」
を
「
第
三
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
、

「
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、
不
服
申
立
人
等
」
を
「
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
意
見
書
又
は
資

料
の
写
し
（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
）

を
審
査
請
求
人
等
」
に
、
「
そ
の
旨
を
通
知
」
を
「
送
付
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加

え
る
。た

だ
し
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
送
付
に
係
る
意
見
書

又
は
資
料
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
会

が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
不
服
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
、
「
に
対
し
、
」
の

下
に
「
第
三
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
、
「
資
料
」

の
下
に
「
（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書

面
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
閲
覧
に
係
る
意
見

書
又
は
資
料
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査

会
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
反
論
書
等
の
提
出
）

第
三
十
五
条
の
二

諮
問
実
施
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、

当
該
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
審
査
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

行
政
不
服
審
査
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
反
論
書

二

法
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
意
見
書

三

法
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
一
条
又
は
法
第
三
十
四
条
か

ら
第
三
十
七
条
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
の
記
録

四

法
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
提
出
要

求
に
応
じ
て
提
出
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
物
件

五

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
若
し
く
は
証
拠
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物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件

第
三
十
六
条
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
中
「
不
服
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
る
。

（
福
島
県
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
）

第
六
条

福
島
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

目
次
及
び
第
三
章
の
章
名
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
の
見
出
し
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
政
不
服

審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に

改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
審
理
員
の
指
名
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）

第
十
八
条
の
三

開
示
決
定
等
又
は
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
九
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
開
示
決
定
等
」
の
下
に
「
又
は
開
示
請
求
に
係
る

不
作
為
」
を
加
え
、
「
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、
「
不

服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
「
決
定
又
は
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
不
服
申
立
て
」

を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
公
文
書
の
全
部
を
開
示
す

る
こ
と
と
す
る
と
き
（
当
該
公
文
書
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
き

を
除
く
。
）
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
そ
の
不
服
申
立
て
」
を
「
当
該
審
査
請
求
」

に
改
め
、
「
決
定
又
は
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用

す
る
同
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
弁
明
書
の
写
し
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
第
一
号
中
「
不
服
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、
「
参
加
人
」
の
下
に
「
（
行

政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
不
服
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
そ
の

不
服
申
立
て
に
係
る
開
示
決
定
等
」
を
「
当
該
審
査
請
求
に
係
る
公
文
書
の
開
示
」
に
、
「
不
服
申

立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の

部
分
中
「
決
定
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
「
決

定
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
「
に
係
る
開
示

決
定
等
」
の
下
に
「
（
審
査
請
求
に
係
る
公
文
書
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。
）
」
を

加
え
、
「
当
該
開
示
決
定
等
」
を
「
当
該
審
査
請
求
」
に
改
め
、
「
決
定
又
は
」
を
削
る
。

第
二
十
三
条
第
四
項
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、
「
、
不
服
申
立
人
」
を
「
、
審

査
請
求
人
」
に
、
「
不
服
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
不
服
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
不

服
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
不
服
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
不

服
申
立
人
等
か
ら
」
を
「
第
二
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
、

「
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、
不
服
申
立
人
等
」
を
「
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
意
見
書
又
は
資

料
の
写
し
（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
）

を
審
査
請
求
人
等
」
に
、
「
そ
の
旨
を
通
知
」
を
「
送
付
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加

え
る
。た

だ
し
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
送
付
に
係
る
意
見
書

又
は
資
料
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
会

が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
不
服
申
立
人
等
」
を
「
審
査
請
求
人
等
」
に
改
め
、
「
に
対
し
、
」
の

下
に
「
第
二
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
、
「
資
料
」

の
下
に
「
（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書

面
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
閲
覧
に
係
る
意
見

書
又
は
資
料
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査

会
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
反
論
書
等
の
提
出
）

第
二
十
六
条
の
二

諮
問
実
施
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、

当
該
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
審
査
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

行
政
不
服
審
査
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
反
論
書

二

法
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
意
見
書

三

法
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
一
条
又
は
法
第
三
十
四
条
か

ら
第
三
十
七
条
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
の
記
録

四

法
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
提
出
要

求
に
応
じ
て
提
出
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
物
件

五

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
若
し
く
は
証
拠

物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件

第
二
十
七
条
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
不
服
申
立
人
」
を
「
審
査
請
求
人
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
給
与
条
例
」
と
い

う
。
）
第
十
七
条
の
三
第
一
項
（
旧
給
与
条
例
第
十
七
条
の
四
第
五
項
及
び
旧
給
与
条
例
第
十
九
条

第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
期
末
手
当
の
支
給
を
一
時
差
し
止
め

る
処
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
一
時
差
止
処
分
」
と
い
う
。
）
に
係
る
旧
給
与
条
例
第
十
七
条

の
三
第
二
項
（
旧
給
与
条
例
第
十
七
条
の
四
第
五
項
及
び
旧
給
与
条
例
第
十
九
条
第
九
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
一
時
差
止
処
分
の
取
消
し
の
申
立
て
で
あ
っ
て
こ
の
条

例
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
一
時
差
止
処
分
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
三
第
二
項
（
新

給
与
条
例
第
十
七
条
の
四
第
五
項
及
び
新
給
与
条
例
第
十
九
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
退
職
手

当
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
の
退
職
手
当

の
支
払
を
差
し
止
め
る
処
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
払
差
止
処
分
」
と
い
う
。
）
に
係
る
旧

退
職
手
当
条
例
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
差
止
処
分
の
取
消
し
の
申
立
て
で
あ
っ
て
こ

の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
支
払
差
止
処
分
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
以
下
「
旧
個
人
情
報
保
護
条
例
」

と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
一
条
の
七
第
二
項
に
規
定

す
る
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
若
し
く
は
利
用
停
止
決
定
等
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
処
分
」
と
い

う
。
）
又
は
旧
個
人
情
報
保
護
条
例
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
一
条

の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
こ
れ
ら
を
「
請
求
」
と
い
う
。
）
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
で
あ
っ
て
こ
の
条
例

の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
処
分
又
は
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係

る
も
の
に
つ
い
て
の
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
福
島
県
情
報
公
開
条
例
（
以
下
「
旧
情
報
公
開
条
例
」
と
い

う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
決
定
（
以
下
「
開
示
決
定
等
」
と
い
う
。
）
又
は
旧

情
報
公
開
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請
求
（
以
下
「
開
示
請
求
」
と
い
う
。
）
に
係
る
不

作
為
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
で
あ
っ
て
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
開
示
決
定
等
又
は
こ

の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
開
示
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
第
六
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県
情
報
公
開
条
例
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
文
書
法
務
課
）

福
島
県
条
例
第
百
十
一
号

福
島
県
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
域
政
策
課
）

福
島
県
条
例
第
百
十
二
号

福
島
県
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

福
島
県
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
平
成
十
五
年
福

島
県
条
例
第
九
十
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
に
よ
る
廃
止
前
の
福
島
県
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法

律
施
行
条
例
第
一
条
第
一
項
及
び
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手
数
料
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
例
の
施

行
の
際
ま
だ
払
込
み
又
は
納
付
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
情
報
政
策
課
）

福
島
県
条
例
第
百
十
三
号

福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
（
平
成
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。

第
二
条
を
第
五
条
と
し
、
第
一
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

個
人
番
号

法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。

二

特
定
個
人
情
報

法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。

三

個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者

法
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者

を
い
う
。

四

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。

（
県
の
責
務
）

第
三
条

県
は
、
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
し
、
そ
の
適
正
な
取
扱
い
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
国
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
主
的
か
つ
主

体
的
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
個
人
番
号
の
利
用
範
囲
）
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第
四
条

法
第
九
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
事
務
は
、
知
事
又
は
教
育
委
員
会
が
行
う
法
別
表
第
二

の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

２

知
事
又
は
教
育
委
員
会
は
、
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な

限
度
で
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
で
あ
っ
て
自
ら
が
保
有
す
る
も
の
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
の
規
定
に
よ
り
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
他

の
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
か
ら
当
該
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
情
報
政
策
課
）

福
島
県
条
例
第
百
十
四
号

福
島
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
（
平
成
十
年
福
島
県
条
例
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
二
本
松
市
」
を
「
二
本
松
市

伊
達
市
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
改
正
後
の
福
島
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
（
以
下
「
改
正
後

の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成

十
年
法
律
第
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
福
島
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
（
以

下
「
法
令
」
と
い
う
。
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
法
令
の

そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
施
行
日
以
後
に
お
い

て
は
伊
達
市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お

け
る
法
及
び
改
正
後
の
条
例
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
伊
達
市
長
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
伊

達
市
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
文
化
振
興
課
）

福
島
県
条
例
第
百
十
五
号

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例

（
設
置
）

第
一
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
福
島
県
の
環
境
の
回
復
及
び
創
造
を
図
る
た
め
、
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
環

境
創
造
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

（
位
置
）

第
二
条

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
田
村
郡
三
春
町
深
作
十
番
二
に
置
く
。

（
名
称
及
び
位
置
）

第
三
条

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
に
附
属
施
設
を
置
き
、
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名

称

位

置

野
生
生
物
共
生
セ
ン
タ
ー

安
達
郡
大
玉
村
玉
井
字
長
久
保
六
十
七
番
地

猪
苗
代
水
環
境
セ
ン
タ
ー

耶
麻
郡
猪
苗
代
町
大
字
三
ツ
和
字
前
田
三
十
八
番
二

（
業
務
）

第
四
条

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
う
業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

環
境
の
回
復
及
び
創
造
に
必
要
な
調
査
分
析
及
び
試
験
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

二

環
境
放
射
能
の
監
視
及
び
測
定
に
関
す
る
こ
と
。

三

原
子
力
発
電
所
周
辺
地
域
住
民
の
安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

四

環
境
の
回
復
及
び
創
造
に
関
す
る
技
術
、
研
究
成
果
等
の
収
集
及
び
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

五

環
境
の
回
復
及
び
創
造
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、
学
習
活
動
の
支
援
及
び
技
術
研
修
に
関
す
る

こ
と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
設
置
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
に
関
す

る
こ
と
。

（
使
用
の
承
認
）

第
五
条

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
施
設
及
び
附
属
設
備
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
「
施
設

等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
の
承
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
承
認
を
受
け
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
承
認
の
申
請
に
係
る
施
設
等
の
使
用
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
承
認
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
。

二

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
施
設
、
附
属
設
備
等
を
毀
損
し
、
又
は
汚
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
設
置
の
目
的
に
反
す
る
と
き
。

３

知
事
は
、
第
一
項
の
承
認
に
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
条
件
を
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
使
用
の
承
認
の
取
消
し
等
）

第
六
条

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）
が
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
承
認
を
取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
若

し
く
は
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は
施
設
等
の
使
用
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

前
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

三

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
承
認
に
付
し
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

四

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き
。

２

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
使
用
者
に
対
し
、
前
条
第
一
項
の
承
認

を
取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
若
し
く
は
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は
施
設
等
の
使
用
の
中
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止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

災
害
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
承
認
に
係
る
施
設
等
の
使
用
が
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
。

二

工
事
そ
の
他
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
た
め
や
む
を
得
な
い
事
由
が
生
じ
た
と
き
。

（
使
用
料
）

第
七
条

使
用
者
は
、
別
表
に
定
め
る
額
の
使
用
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
料
の
免
除
）

第
八
条

知
事
は
、
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用

料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
使
用
料
不
返
還
の
原
則
）

第
九
条

既
に
納
め
た
使
用
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
そ
の
全
部
又

は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
権
利
譲
渡
等
の
禁
止
）

第
十
条

使
用
者
は
、
施
設
等
を
使
用
す
る
権
利
を
譲
渡
し
、
又
は
こ
れ
を
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
原
状
回
復
）

第
十
一
条

使
用
者
は
、
施
設
等
の
使
用
を
終
了
し
た
と
き
（
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
取
消
し

又
は
使
用
の
中
止
の
命
令
が
あ
っ
た
た
め
そ
の
使
用
を
中
止
し
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、
直
ち
に
こ

れ
を
原
状
に
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遵
守
事
項
）

第
十
二
条

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
施
設
、
附
属
設
備
等
を
毀
損
し
、
又
は
汚
損
し
な
い
こ
と
。

二

物
品
を
販
売
し
、
又
は
頒
布
し
な
い
こ
と
（
知
事
の
許
可
を
受
け
た
場
合
を
除
く
。
）
。

三

所
定
の
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
、
喫
煙
又
は
飲
食
を
行
わ
な
い
こ
と
。

四

他
の
利
用
者
に
危
害
又
は
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
管
理
上
知
事
が
指
示
す
る
事
項

（
入
館
の
規
制
等
）

第
十
三
条

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
、
入
館
を
拒
否
し
、
又
は
退
館

若
し
く
は
退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
施
設
、
附
属
設
備
等
を
毀
損
し
、
又
は
汚
損
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者

三

館
内
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
者

（
委
任
）

第
十
四
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
管
理
そ
の
他
こ
の
条
例
の
施

行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
五
条
、
第
七
条
関
係
）

一

基
本
使
用
料

施

設

の

別

使
用
単
位

使

用

料

の

額

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
交
流

会
議
室

半
日

一
五
、
三
○
○
円

棟

全
日

三
○
、
五
○
○
円

多
目
的
会
議
室

半
日

一
三
、
三
○
○
円

全
日

二
六
、
五
○
○
円

ホ
ー
ル

半
日

二
二
、
四
○
○
円

全
日

四
四
、
七
○
○
円

同
時
通
訳
室

半
日

四
、
六
○
○
円

全
日

九
、
一
○
○
円

野
生
生
物
共
生
セ
ン
タ
ー

会
議
室

半
日

六
、
四
○
○
円

全
日

一
二
、
八
○
○
円

猪
苗
代
水
環
境
セ
ン
タ
ー

研
修
室

半
日

六
、
四
○
○
円

全
日

一
二
、
八
○
○
円

備
考１

使
用
単
位
の
欄
中
「
半
日
」
及
び
「
全
日
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間

を
い
う
。

⑴

半
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑵

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

２

使
用
す
る
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
こ
の
表
に

定
め
る
使
用
単
位
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

３

同
時
通
訳
室
は
、
ホ
ー
ル
及
び
同
時
通
訳
設
備
を
使
用
す
る
場
合
に
限
り
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

二

特
別
使
用
料

種

別

金

額
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営
利
目
的
使
用
加
算
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百

分
の
百
に
相
当
す
る
額

準
備
等
使
用
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百

分
の
七
十
に
相
当
す
る
額

備
考１

「
営
利
目
的
使
用
加
算
料
」
と
あ
る
の
は
、
使
用
者
が
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る

場
合
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
、
基
本
使
用
料
に
加
算
さ
れ
る
使
用
料
を
い
う
。

⑴

営
利
の
目
的
で
入
場
料
、
受
講
料
、
会
費
等
を
徴
収
し
て
行
事
を
開
催
す
る
と
き
。

⑵

商
品
販
売
、
商
業
宣
伝
等
の
営
利
的
性
格
を
有
す
る
行
為
を
行
う
目
的
を
も
っ
て
使
用

す
る
と
き
。

２

「
準
備
等
使
用
料
」
と
あ
る
の
は
、
使
用
者
が
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
準
備
又
は

練
習
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
を
い
う
。

３

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
使
用
料
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
、
切
り
捨
て
る
。

三

設
備
使
用
料

設
備
の
別

施

設

の

別

使
用
単
位

使

用

料

の

額

冷
暖
房
設
備

環
境
創
造
セ

会
議
室

半
日

二
、
八
○
○
円

ン
タ
ー
交
流

棟

全
日

五
、
六
○
○
円

多
目
的
会
議
室

半
日

一
、
九
○
○
円

全
日

三
、
七
○
○
円

ホ
ー
ル

半
日

五
、
九
○
○
円

全
日

一
一
、
八
○
○
円

同
時
通
訳
室

半
日

一
、
五
○
○
円

全
日

二
、
九
○
○
円

音
響
設
備

環
境
創
造
セ

会
議
室

半
日

一
、
○
○
○
円

ン
タ
ー
交
流

棟

全
日

一
、
九
○
○
円

多
目
的
会
議
室

半
日

一
、
○
○
○
円

全
日

一
、
九
○
○
円

ホ
ー
ル

半
日

六
、
二
○
○
円

全
日

一
二
、
四
○
○
円

野
生
生
物
共

会
議
室

半
日

一
○
○
円

生
セ
ン
タ
ー

全
日

二
○
○
円

猪
苗
代
水
環

研
修
室

半
日

二
○
○
円

境
セ
ン
タ
ー

全
日

三
○
○
円

映
像
設
備

環
境
創
造
セ

会
議
室

半
日

一
、
七
○
○
円

ン
タ
ー
交
流

棟

全
日

三
、
三
○
○
円

多
目
的
会
議
室

半
日

一
、
七
○
○
円

全
日

三
、
三
○
○
円

ホ
ー
ル

半
日

一
一
、
六
○
○
円

全
日

二
三
、
一
○
○
円

野
生
生
物
共

会
議
室

半
日

三
○
○
円

生
セ
ン
タ
ー

全
日

五
○
○
円

猪
苗
代
水
環

研
修
室

半
日

三
○
○
円

境
セ
ン
タ
ー

全
日

五
○
○
円

同
時
通
訳
設
備

環
境
創
造
セ

同
時
通
訳
室

半
日

二
二
、
一
○
○
円
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（
同
時
通
訳
無
線

ン
タ
ー
交
流

受
信
機
を
除
く
。
）

棟

全
日

四
四
、
一
○
○
円

同
時
通
訳
無
線

半
日

三
○
○
円

受
信
機
（
一
個

当
た
り
）

全
日

六
○
○
円

備
考１

設
備
使
用
料
は
、
使
用
者
が
会
議
室
、
多
目
的
会
議
室
、
ホ
ー
ル
、
同
時
通
訳
室
又
は
研

修
室
を
使
用
す
る
と
き
に
、
基
本
使
用
料
に
加
算
す
る
。

２

使
用
単
位
の
欄
中
「
半
日
」
及
び
「
全
日
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間

を
い
う
。

⑴

半
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑵

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

３

使
用
す
る
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
こ
の
表
に

定
め
る
使
用
単
位
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

（
水
・
大
気
環
境
課
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
整
備
推
進
室
）

福
島
県
条
例
第
百
十
六
号

福
島
県
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

福
島
県
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島

県
条
例
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
）

福
島
県
条
例
第
百
十
七
号

福
島
県
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年

福
島
県
条
例
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
）

福
島
県
条
例
第
百
十
八
号

福
島
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

福
島
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島

県
条
例
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
五

項
」
を
「
同
条
第
二
十
六
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
三
項
」
を
「
同
条
第
二
十
四
項
」
に
、
「
同
条
第

二
十
四
項
」
を
「
同
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
）

福
島
県
条
例
第
百
十
九
号

福
島
県
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
平
成
二
十
四
年
福
島
県
条
例
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
号

福
島
県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平

成
二
十
四
年
福
島
県
条
例
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
第
五
号
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
八
項
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
室
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
一
号

福
島
県
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
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条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成

二
十
四
年
福
島
県
条
例
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
、
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
を
「
第
八
条
第

二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
三
項
及
び
第
七
項
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
項
中
「
第
八
条
第
二
十
六
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
室
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
二
号

福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二

十
四
年
福
島
県
条
例
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
四
条
中
「
第
八
条
の
二
第
十
三
項
」
を
「
第
八
条
の
二
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
項
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
百
五
十
四
条
の
改
正
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
室
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
三
号

福
島
県
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平

成
二
十
四
年
福
島
県
条
例
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
及
び
第
十
二
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
四
項
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
室
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
四
号

福
島
県
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
等
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に

関
す
る
条
例

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。
）
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
。

以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
並

び
に
障
害
児
福
祉
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
年
厚
生
省
令
第
三

十
四
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
事
務
は
、
各
町
村
が
処
理

す
る
こ
と
と
す
る
。

一

法
第
十
九
条
（
法
第
二
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
認

定
の
申
請
の
受
理
及
び
知
事
へ
の
送
付

二

法
第
三
十
五
条
（
障
害
児
福
祉
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
受
理
及
び
知
事
へ
の
送
付

三

改
正
法
附
則
第
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
法

第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
及
び
知
事
へ
の
送
付

四

省
令
第
三
条
（
省
令
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条

（
省
令
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
条
（
省
令
第
十
三
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
省
令
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
十
一
条
（
省
令
第
十
三
条
第
二
項
及
び
省
令
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知

五

省
令
第
五
条
（
省
令
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
及
び
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
（
省
令
第
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

及
び
省
令
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
届
出
の
受

理
及
び
知
事
へ
の
送
付

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
本
則
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
法
令
（
以
下
「
法
令
」
と
い
う
。
）
の

そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
法
令
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知

事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
本
則
に
規
定
す
る
町
村

の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け
る
法
令

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
町
村
の
長
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
当
該
町
村
の
長
に
対
し
て

な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
障
が
い
福
祉
課
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
五
号

福
島
県
医
療
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
医
療
法
施
行
条
例
（
平
成
十
一
年
福
島
県
条
例
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
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る
。

第
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
域
医
療
課
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
六
号

福
島
県
歯
科
技
工
士
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

の
受
理
及
び
知
事
へ
の
送
付
に
係
る
事
務
は
、
郡
山
市
及
び
い
わ
き
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
福
島
県
歯
科
技
工
士
法
施
行
条
例
の
廃
止
）

２

福
島
県
歯
科
技
工
士
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
三
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
経
過
措
置
）

３

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
廃
止
前
の
福
島
県
歯
科
技
工
士
法
施
行
条
例
第
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
歯
科
技
工
士
法
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
合
格
証
明
書
の
交
付
の
出

願
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
に
係
る
手
数
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
域
医
療
課
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
七
号

福
島
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
福
島
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
県
内
の
項
第
七
号
中
「
第
八
条
第
二
十
七
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
域
医
療
課
医
療
人
材
対
策
室
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
八
号

福
島
県
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

福
島
県
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島
県

条
例
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
号
中
「
三
十
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
児
童
家
庭
課
）

福
島
県
条
例
第
百
二
十
九
号

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
条
例
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
二
号
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
一
号
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
産
業
人
材
育
成
課
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
号

福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福

島
県
条
例
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め

る
。第

四
条
中
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
産
業
人
材
育
成
課
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
一
号

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
八
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
次
代
を
担
う
農
業
者
及
び
地
域
農
業
指
導
者
を
養
成
す
る
と
と
も
に
農
業
者

等
の
研
修
を
行
う
」
を
「
実
践
的
な
農
業
の
技
術
力
と
経
営
力
を
備
え
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
農

業
者
を
育
成
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
農
学
部
」
を
「
農
業
経
営
部
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
を
削
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
農
学
部
」
を
「
農
業
経
営
部
」
に
、
「
次
の
と
お
り
」
を
「
二
年
」
に
改
め
、

同
項
各
号
を
削
る
。

第
十
三
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

農
業
経
営
部

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
高
等
学
校
を



平成27年12月28日 月曜日 福 島 県 報 号外第71号 14

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
知
事
が
認
め
た
者

第
十
三
条
第
二
号
中
「
地
域
農
業
指
導
者
」
を
「
就
農
希
望
者
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
及
び
第
二
十
三
条
中
「
農
学
部
」
を
「
農
業
経
営
部
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
第
十
一
条
第
二
項
に
規

定
す
る
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校
の
農
学
部
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て

改
正
後
の
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条

第
一
項
に
規
定
す
る
修
了
証
明
書
又
は
成
績
証
明
書
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
の

改
正
後
の
条
例
第
二
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
農
業
経
営
部
」
と
あ

る
の
は
、
「
農
学
部
」
と
す
る
。

（
農
業
担
い
手
課
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
二
号

福
島
県
農
産
物
検
査
機
関
登
録
申
請
等
手
数
料
条
例

（
手
数
料
の
徴
収
）

第
一
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
徴
収

す
る
。

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者

金

額

一

農
産
物
検
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。

一
件
に
つ
き
十
五
万
円

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

く
登
録
の
申
請
者

二

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
の
更
新
の
申

一
件
に
つ
き
一
万
百
円

請
者

三

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
の
変
更
（
法

一
件
に
つ
き
三
万
円

第
十
七
条
第
四
項
第
三
号
の
農
産
物
検
査
を
行
う
農
産
物
の

種
類
の
増
加
に
限
る
。
）
の
申
請
者

四

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
の
変
更
（
法

一
件
に
つ
き
十
五
万
円

第
十
七
条
第
四
項
第
四
号
の
登
録
の
区
分
の
増
加
に
限
る
。
）

の
申
請
者

（
手
数
料
の
納
付
方
法
）

第
二
条

手
数
料
は
、
福
島
県
収
入
証
紙
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
数
料
の
不
返
還
）

第
三
条

既
に
納
付
さ
れ
た
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。

（
過
料
）

第
四
条

詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
手
数
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
徴
収
を

免
れ
た
金
額
の
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
五
万
円
を
超
え
な
い
と
き

は
、
五
万
円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
を
科
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
環
境
保
全
農
業
課
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
三
号

福
島
県
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二

十
一
年
福
島
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
玉
川
村
」
を
「
玉
川
村

平
田
村

浅
川
町
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
福
島
県
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例

に
関
す
る
条
例
本
則
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処

分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
前
に
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
届
出
そ
の
他
の
行
為
で
、

施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
平
田
村
又
は
浅
川
町
の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務

に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け
る
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
田
村
若
し
く
は
浅
川
町
の
長

が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
平
田
村
若
し
く
は
浅
川
町
の
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
届
出
そ
の
他

の
行
為
と
み
な
す
。

（
土
木
総
務
課
用
地
室
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
四
号

福
島
県
港
湾
施
設
特
別
利
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
港
湾
施
設
特
別
利
用
料
徴
収
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
福
島
県
条
例
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。（

港

湾

課
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
五
号
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福
島
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
福
島
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
六
号
中
「
は
り
紙
」
を
「
貼
り
紙
」
に
、
「
は
り
札
」
を
「
貼
り
札
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

他
の
公
園
利
用
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
行
為
を
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
六
号
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
六
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
表
福
島
県
営
飯
坂
団
地
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
北
中
央
団
地

福
島
市

別
表
第
一
の
一
の
表
福
島
県
営
御
茶
園
団
地
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
根
柄
山
団
地

二
本
松
市

福
島
県
営
石
倉
団
地

二
本
松
市

福
島
県
営
表
団
地

二
本
松
市

福
島
県
営
壁
沢
団
地

川
俣
町

別
表
第
一
の
一
の
表
福
島
県
営
鶴
見
坦
団
地
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
守
山
団
地

郡
山
市

別
表
第
一
の
一
の
表
福
島
県
営
芦
田
塚
団
地
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
石
崎
北
団
地

田
村
市

福
島
県
営
石
崎
南
団
地

田
村
市

福
島
県
営
平
沢
団
地

三
春
町

別
表
第
一
の
一
の
表
福
島
県
営
白
梅
が
郷
団
地
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
白
坂
団
地

白
河
市

福
島
県
営
南
湖
南
団
地

白
河
市

別
表
第
一
の
一
の
表
福
島
県
営
年
貢
町
団
地
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
白
虎
団
地

会
津
若
松
市

福
島
県
営
城
北
団
地

会
津
若
松
市

別
表
第
一
の
一
の
表
福
島
県
営
高
松
団
地
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
北
原
団
地

南
相
馬
市

福
島
県
営
南
町
団
地

南
相
馬
市

福
島
県
営
西
町
団
地

南
相
馬
市

福
島
県
営
上
町
団
地

南
相
馬
市

福
島
県
営
牛
越
団
地

南
相
馬
市

別
表
第
一
の
一
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
関
船
団
地

い
わ
き
市

福
島
県
営
家
ノ
前
団
地

い
わ
き
市

福
島
県
営
大
原
団
地

い
わ
き
市

福
島
県
営
高
萩
団
地

い
わ
き
市

別
表
第
二
福
島
県
営
飯
坂
団
地
駐
車
場
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
北
中
央
団
地
駐
車
場

福
島
市

二
千
円
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福
島
県
営
根
柄
山
団
地
駐
車
場

二
本
松
市

千
五
百
円

福
島
県
営
石
倉
団
地
駐
車
場

二
本
松
市

二
千
円

福
島
県
営
表
団
地
駐
車
場

二
本
松
市

二
千
円

福
島
県
営
壁
沢
団
地
駐
車
場

川
俣
町

千
五
百
円

別
表
第
二
福
島
県
営
鶴
見
坦
団
地
駐
車
場
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
守
山
団
地
駐
車
場

郡
山
市

千
五
百
円

別
表
第
二
福
島
県
営
桜
岡
団
地
駐
車
場
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
石
崎
北
団
地
駐
車
場

田
村
市

二
千
円

福
島
県
営
石
崎
南
団
地
駐
車
場

田
村
市

二
千
円

福
島
県
営
平
沢
団
地
駐
車
場

三
春
町

千
五
百
円

別
表
第
二
福
島
県
営
白
梅
が
郷
団
地
駐
車
場
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
白
坂
団
地
駐
車
場

白
河
市

二
千
円

福
島
県
営
南
湖
南
団
地
駐
車
場

白
河
市

千
五
百
円

別
表
第
二
福
島
県
営
年
貢
町
団
地
駐
車
場
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
白
虎
団
地
駐
車
場

会
津
若
松
市

二
千
円

福
島
県
営
城
北
団
地
駐
車
場

会
津
若
松
市

二
千
円

別
表
第
二
福
島
県
営
高
松
団
地
駐
車
場
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
北
原
団
地
駐
車
場

南
相
馬
市

千
五
百
円

福
島
県
営
南
町
団
地
駐
車
場

南
相
馬
市

二
千
円

福
島
県
営
西
町
団
地
駐
車
場

南
相
馬
市

千
五
百
円

福
島
県
営
上
町
団
地
駐
車
場

南
相
馬
市

二
千
円

福
島
県
営
牛
越
団
地
駐
車
場

南
相
馬
市

千
五
百
円

別
表
第
二
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
関
船
団
地
駐
車
場

い
わ
き
市

二
千
円

福
島
県
営
家
ノ
前
団
地
駐
車
場

い
わ
き
市

千
五
百
円

福
島
県
営
大
原
団
地
駐
車
場

い
わ
き
市

二
千
円

福
島
県
営
高
萩
団
地
駐
車
場

い
わ
き
市

千
五
百
円

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
住
宅
課
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
七
号

福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
七
条
本
文
中
「
小
学
校
」
の
下
に
「
、
義
務
教
育
学
校
」
を
加
え
、
「
及
び
生
徒
」
を
「
又
は
生

徒
（
義
務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
に
就
学
し
て
い
る
生
徒
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中

「
小
学
校
」
の
下
に
「
及
び
義
務
教
育
学
校
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
項
各
号
中
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
指
導
課
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
八
号

福
島
県
工
業
用
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
工
業
用
水
道
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
福
島
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
勿
来
工
業
用
水
道
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
勿
来
工
業
用
水

い
わ
き
市
南

6.90円
6.90円

13.80円
道

台
の
給
水
区

域い
わ
き
市
南

4.80円
4.80円

9.60円
台
以
外
の
給

水
区
域

別
表
第
一
相
馬
工
業
用
水
道
の
項
中
「50.00円

」
を
「48.00円

」
に
、
「100.00円

」
を
「96.00

円

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
勿
来
工
業
用
水
道
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

勿
来
工
業
用
水

い
わ
き
市
南

2.26円
6.90円

道
台
の
給
水
区

域い
わ
き
市
南

1.74円
4.80円

台
以
外
の
給

水
区
域

別
表
第
二
相
馬
工
業
用
水
道
の
項
中
「1.00円

」
を
「3.48円

」
に
、
「50.00円

」
を
「48.00円

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
勿
来
工
業
用
水
道
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

勿
来
工
業
用
水

い
わ
き
市
南

2.26円
道

台
の
給
水
区

域い
わ
き
市
南

1.74円
台
以
外
の
給

水
区
域

別
表
第
三
相
馬
工
業
用
水
道
の
項
中
「1.00円

」
を
「3.48円

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
営
・
販
売
課
）

福
島
県
条
例
第
百
三
十
九
号

福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及
び
第
五
条
第
一
項
中
「
病
院
」
の
下
に
「
及
び
診
療
所
」
を
加
え

る
。第

十
一
条
中
「
並
び
に
病
院
」
の
下
に
「
及
び
診
療
所
」
を
加
え
る
。

「
福
島
県
立

別
表
第
一
中
「
福
島
県
立
大
野
病
院

双
葉
郡
大
熊
町
大
字
下
野
上
字
大
野
」
を

福
島
県

属
ふ
た

大
野
病
院

双
葉
郡
大
熊
町
大
字
下
野
上
字
大
野

立
大
野
病
院
附

に
改
め
る
。

双
葉
郡
楢
葉
町
大
字
北
田
字
中
満

ば
復
興
診
療
所

」

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
病
院
経
営
課
）


